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研 究 課 題     ： LLMの言語間転移から着想を得た回答のパーソナライズ手法の提案                                     

                                             

                                             

  （英文） Proposal of a method for personalizing answers inspired by the cross-lingual transfer of LLMs.                                      

                                             

研 究 概 要      ： 

（研究課題を選んだ動機、達成するための計画・目的・方法等について 200～400 字で記入してください） 

 本研究は、自然言語処理分野における大規模言語モデル（LLM）の進展に着目し、LLMの「言語間

転移」の手法を応用した、Chain System of Personalized Action というパーソナライズ手法を提

案した。本手法は、ユーザーの要望や意図をヒアリングで収集し、かつ Web content RAG を行い、

推論を更新することで、ユーザーの意図を踏まえた回答を生成する仕組みである。本手法は、従来

のコールドスタート問題やプロンプト長の増大問題を解決することができる。                                         

                                             

                                             

                                             

                                             

研 究 成 果      ： 

（研究の結果概要、結果に対するフィードバックや感想等について 200～400 字で記入してください） 

 研究では、Chain System of Personalized Actions の動作シミュレーションを実施し、その有効

性を確認した。本手法は、プロンプトチューニングを活用してユーザーごとのパーソナライズを実

現し、対話型チャットボットにおける新たな応答生成フローの可能性を示した。さらに、シミュレ

ーション結果に基づき、ファインチューニングの教師データの作成やアルゴリズムの改善を進める

ことで、より高度な応用を期待できる。今後は、評価指標を用いた詳細な検証を進め、対話型 AIの

パーソナライズに貢献する予定である。                                            
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